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マイスナーは、イタリア式とイギリス式簿記から固有のドイツ式簿記へと展開している。ドイツ式簿記で
は、日記帳および現金帳より元帳と振り替えられている。

日記帳および現金帳は、仕訳を内包しており、借方と貸方に取引を区分し、日記帳および現金帳の役割であ
る取引の詳細借方と貸方勘定の下に記載されている。ここで示されている借方と貸方が元帳へと振替えられ、
おのおのの勘定に記載されている。

マイスナーの上述に基づく簿記の体系は、下記の通りである。
 

マイスナーによるドイツ式簿記では、ジョーンズのイギリス式簿記とは異なり、日記帳および現金帳では、
借方と貸方の両建ての仕訳をしている。したがって、基本的には、複式簿記が貫徹されている。

元帳では決算が行われており、勘定の締め切りに伴って、損益勘定と貸借平均表が作成される。ここでは、
損益勘定は、仕訳を通して作成されるのに対して、貸借平均表は、直接、勘定から振替えられており、振替仕
訳は行われていない。

マイスナーのドイツ式簿記の体系図表－１

  日 記 帳 

  現 金 帳

元 帳 

資料：マイスナーによるドイツ式簿記
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ドイツ式簿記の日記帳
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ドイツ式簿記の現金帳
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ドイツ式簿記の元帳
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